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平
成
二
十
七
年
度
の
各
会
計
決
算
が
九
月

三
十
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
認

定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
平
成
二
十
七
年
度
武
蔵
野
市
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
」
と
「
平
成
二
十
七
年
度
武
蔵

野
市
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
」
の
二
議
案
は
、
二
十
日

に
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
四
日
間
の
審
査
を
行
い
、
二
十
七
日
の

委
員
会
最
終
日
で
は
質
疑
・
討
論
終
了
後
、

全
会
一
致
で
認
定
・
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
（
二
〜
四
面
に
決
算
特
別
委
員
会

審
査
概
要
を
掲
載
）。

　

三
十
日
の
本
会
議
で
は
、
両
議
案
に
つ
い

て
、
川
名
ゆ
う
じ
決
算
特
別
委
員
長
が
委

員
会
で
の
審
査
経
過
の
報
告
を
行
い
、
各

会
派
の
代
表
六
名
と
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
一
名
の
計
七
名
が
、
い
ず
れ
も
賛
成
討

論
を
行
い
ま
し
た
。
討
論
終
了
後
の
採
決

の
結
果
、
両
議
案
は
全
会
一
致
で
認
定
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
を
補
正

大
野
田
小
学
校
の
校
舎
を
増
築
し
、

児
童
数
増
に
対
応

　

九
月
二
十
日
の
本
会
議
で
、
「
平
成
二

十
八
年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
三
回
）」
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
億
三
千
三
百
四
十
九
万
八
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
六
百
七
十
億
九
千
五

百
六
万
二
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
の
た
め
の
臨
時
窓
口
の
設
置

や
認
証
保
育
所
開
設
に
対
す
る
助
成
、
Ｂ

型
肝
炎
予
防
接
種
の
定
期
接
種
化
の
実
施

の
ほ
か
、
大
野
田
小
学
校
の
増
築
工
事
な

ど
に
必
要
な
財
源
措
置
を
行
う
も
の
で
す
。

　

大
野
田
小
学
校
の
増
築
工
事
に
つ
い
て

は
、
人
口
推
計
上
、
大
野
田
小
学
校
の
児

童
数
が
今
後
増
加
す
る
見
込
み
で
、
教
室

数
を
増
や
す
必
要
性
が
生
じ
て
お
り
、
既

存
校
舎
の
西
側
に
増
築
校
舎
を
建
設
す
る

た
め
に
、
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。
増
築

校
舎
に
は
四
教
室
が
設
置
さ
れ
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
設
け
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
配

慮
が
な
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

同
補
正
予
算
は
、
九
月
七
日
の
本
会
議

に
上
程
後
、
所
管
の
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
審
査
の
後
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
九
月
二
十
日
の
本
会
議
で
は
、
三

名
の
議
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
五
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
二
十
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
平
成
二
十
七
年
度
武

蔵
野
市
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
な
ど
九
件
の
市
長
提
出
議
案
、
地
方
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る

政
策
ビ
ラ
頒
布
の
解
禁
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
二
件
の
議
員
提
出
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回　

市
議
会
定
例
会

平
成
二
十
七
年
度
決
算
を
認
定

　

一
般
会
計
歳
入
は
六
百
八
十
五
億
円
、

　

一
般
会
計
歳
出
は
六
百
五
十
六
億
円
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総

括

吉
祥
寺
の
ま
ち
づ
く
り
、

公
共
投
資
の
考
え
は

総
務
費

こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構

想
を
見
据
え
た
議
論
の
展
開
は

民
生
費

地
域
の
担
い
手
を

増
や
す
た
め
の
方
策
は

農
業
・
商
工
費

都
市
農
地
を
残
し
て
い

く
た
め
の
支
援
策
は

衛
生
費

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
整
備

の
協
議
は
て
い
ね
い
に
進
め
よ

歳
入
・
議
会
費

交
付
金
等
の
財
源
確
保
の

た
め
の
働
き
か
け
は

市
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て

吉
祥
寺
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
吉
祥
寺
の
公
共

投
資
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

吉
祥
寺
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
南
口

駅
前
広
場
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
パ

ー
ク
ロ
ー
ド
の
歩
行
空
間
の
確
保
が
可
能

と
な
る
。
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
は
民
間
の
力
が
必
要
で
あ
り
、
基
盤
を

整
備
す
る
の
が
行
政
の
役
割
で
あ
る
。
基

盤
整
備
の
方
向
性
を
地
域
と
共
有
し
、
理

解
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

 

次
世
代
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
負

債
を
持
っ
て
い
る
。
コ
ス
ト
論
に
偏
ら
な

い
世
代
間
の
公
平
性
に
つ
い
て
、
市
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
必
要
な
人
に
必

要
な
支
援
を
す
る
の
が
大
原
則
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
は
コ
ス
ト
論
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
が
、
財
源
が
な
く
て
は
政

策
は
進
め
ら
れ
な
い
の
で
、
両
者
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

長
期
計
画
・
調
整
計
画
の
財
政
予
測

に
あ
る
財
源
不
足
三
百
七
十
億
円
や
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
案
に
お
け
る
公

共
施
設
の
床
面
積
を
十
六
％
削
減
す
る
と

の
根
拠
が
崩
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
は
。

財
政
予
測
は
状
況
に
よ
り
変
化
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
都
市
計
画
道

路
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
赤
字
欠
損
に

な
ら
な
い
よ
う
方
向
性
を
定
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
「
十
六
％
」
は
具
体
的
な
目

標
値
で
は
な
く
、
参
考
値
で
あ
る
。

 

市
の
施
策
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
特

に
市
民
と
の
関
わ
り
が
あ
る
部
署
の
職
員

の
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

職
員
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
大
切

な
人
材
で
あ
り
、
仕
事
は
連
携
で
行
う
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
等
の
研
修
の
強
化
を
行
っ
て
い
る
。

市
税
の
徴
収
強
化
の
た
め
の
職
員
増

員
体
制
終
了
後
の
徴
収
業
務
へ
の
影
響
は
。

徴
収
ス
キ
ル
の
継
承
を
念
頭
に
、
課

内
研
修
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
専
門
的
な

知
識
を
学
ぶ
た
め
に
、
職
員
を
都
の
主
税

局
に
研
修
と
し
て
派
遣
を
し
て
い
る
。

 

交
付
金
等
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

財
源
確
保
の
た
め
、
市
長
は
国
や
都
の
パ

イ
プ
役
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

東
京
都
市
長
会
を
通
じ
て
要
望
を
行

っ
て
お
り
、
都
幹
部
や
地
元
の
代
議
士
に

も
必
要
に
応
じ
て
課
題
を
伝
え
て
い
る
。

 

政
務
活
動
費
の
執
行
が
予
算
額
よ
り

少
な
く
な
っ
た
理
由
を
伺
う
。

改
選
前
の
四
月
の
一
か
月
分
に
つ
い

て
五
名
の
議
員
か
ら
、
改
選
後
の
五
月
以

降
分
は
、
十
五
名
の
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

未
使
用
分
の
返
金
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

地
域
間
で
当
事
者
同
士
が
話
し
合
う
、

横
の
つ
な
が
り
で
解
決
で
き
る
地
域
課
題

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
で
把
握
し
て
い
る
地
域
の
課
題
を

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
広
く
話
し
合
え
る
よ

う
情
報
提
供
し
、
開
催
を
働
き
か
け
た
い
。

 

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題
を
提

起
し
、
次
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
を
見
据

え
た
議
論
を
行
う
べ
き
で
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

も
含
め
た
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
つ
い
て
、
検
討
を
始
め
た
い
。

 

客
引
き
に
対
し
、
罰
金
を
科
す
こ
と

は
難
し
い
が
、
つ
き
ま
と
い
条
例
に
禁
止

行
為
を
追
加
し
、
周
知
し
て
は
い
か
が
か
。

罰
則
を
設
け
た
自
治
体
の
大
半
は
実

効
性
が
担
保
さ
れ
ず
、
課
題
が
多
い
た
め
、

引
き
続
き
先
行
事
例
を
研
究
し
た
い
。

 

総
務
省
が
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
策
定
を
求
め
る
理
由
に
人
口
減
少
が

あ
る
が
、
本
市
の
状
況
は
異
な
る
の
で
は
。

昭
和
三
十
〜
四
十
年
代
に
集
中
的
に

整
備
し
た
施
設
の
老
朽
化
等
の
課
題
は
共

通
し
て
い
る
。
長
期
的
に
は
人
口
構
成
の

変
化
等
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
、
課
題
を

き
ち
ん
と
と
ら
え
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
で
使
用
し
て
い
る
自

然
の
村
の
キ
ャ
ビ
ン
は
、
児
童
数
の
増
加

を
踏
ま
え
、
更
新
・
建
て
替
え
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
少
し
早
め
て
増
設
す
る
べ
き
で
は
。

直
ち
に
建
て
替
え
等
が
必
要
と
は
考

え
て
い
な
い
が
、
老
朽
化
を
見
極
め
な
が

ら
対
応
を
検
討
し
た
い
。

今
後
、
民
生
費
の
伸
び
に
対
し
、
国

や
都
か
ら
の
交
付
金
は
担
保
さ
れ
る
の
か
。

社
会
保
障
は
、
国
の
制
度
設
計
が
大

き
く
関
わ
る
た
め
、
国
や
都
の
動
向
に
つ

い
て
情
報
を
収
集
し
、
対
応
し
た
い
。

 

児
童
館
の
あ
り
方
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
た
が
、
こ
の
経
緯
へ
の
見
解
は
。

市
が
考
え
る
課
題
を
地
域
で
共
有
で

き
ず
、
児
童
館
の
位
置
づ
け
も
あ
い
ま
い

だ
っ
た
。
今
後
は
市
全
体
で
、
子
ど
も
の

居
場
所
の
あ
り
方
を
整
理
し
て
い
く
。

 

地
域
の
担
い
手
に
関
し
、
日
赤
奉
仕

団
に
よ
る
友
愛
訪
問
は
、
現
状
の
仕
組
み

で
今
後
も
持
続
可
能
か
。

日
赤
奉
仕
団
は
、
組
織
の
維
持
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
担
い

手
を
増
や
す
た
め
、
市
と
し
て
は
い
ろ
い

ろ
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
準
備
し
、
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

 

二
〇
二
五
年
問
題
に
向
け
た
ヘ
ル
パ

ー
の
確
保
に
関
し
、
現
状
を
伺
う
。

福
祉
公
社
で
の
初
任
者
研
修
の
ほ
か
、

市
で
も
支
え
合
い
ヘ
ル
パ
ー
制
度
を
開
始

し
た
が
、
介
護
職
の
離
職
を
防
ぐ
取
り
組

み
や
、
有
資
格
者
が
埋
も
れ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
な
働
き
か
け
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
は
民
間

事
業
者
と
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

む
さ
し
の
自
然
観
察
園
で
は
事
業
者

の
提
案
で
熱
の
温
度
差
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
や

断
熱
の
研
究
に
つ
い
て
成
蹊
学
園
や
武
蔵

野
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
い
る
。

 

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
エ
コ
プ
ラ
ザ

建
設
に
お
け
る
協
議
の
進
め
方
は
、
今
ま

で
周
辺
住
民
と
築
い
て
き
た
信
頼
関
係
を

損
な
う
も
の
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

て
い
ね
い
に
進
め
た
つ
も
り
だ
が
意

思
疎
通
が
十
分
で
な
く
反
省
す
べ
き
と
考

え
る
。
あ
ら
た
め
て
周
辺
住
民
の
皆
様
に

お
会
い
し
て
意
思
疎
通
を
図
り
、
信
頼
関

係
を
再
構
築
で
き
た
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
も
市
民
と
造
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

 

吉
祥
寺
南
病
院
の
老
朽
化
問
題
に
伴

う
吉
祥
寺
の
病
床
数
確
保
の
検
討
状
況
は
。

都
の
地
域
医
療
構
想
案
に
基
づ
き
考

え
方
を
整
理
し
、
吉
祥
寺
だ
け
で
な
く
市

全
体
と
し
て
の
地
域
医
療
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

年
内
に
ま
と
め
て
公
表
し
た
い
。

 

胃
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
低
下
理
由

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

二
十
七
年
度
に
胃
が
ん
ハ
イ
リ
ス
ク

検
査
を
導
入
し
た
こ
と
、
高
齢
者
は
胃
に

負
担
が
か
か
る
バ
リ
ウ
ム
検
査
を
避
け
る

傾
向
が
あ
る
こ
と
等
が
理
由
と
考
え
る
。

都
市
農
地
は
災
害
時
の
一
時
避
難
場

所
と
し
て
も
大
切
な
空
間
だ
が
、
農
地
の

保
全
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　９月20日の本会議において、委員10名からなる決算特別委員会が設置されました。委員会では21日から４日間に
わたり平成27年度決算の審査が行われ、27日の最終日に全会一致で認定・可決すべきものと決しました。30日の本
会議では、川名ゆうじ決算特別委員長が委員会での審査過程の報告を行い、討論終了後の採決の結果、全会一致で
認定・可決されました。
　平成27年度一般会計及び４特別会計の歳入決算総額は1,008億2,082万円、歳出決算総額は974億785万円で、34億
1,297万円が平成28年度へ繰り越されました。また、水道事業会計の収益的収入及び支出（消費税等控除後）は、
収入34億9,991万円、支出31億8,686万円で、差し引き３億1,304万円の純利益となりました。
　以下は決算特別委員会における審査の概要です。

歳 出
655億9176万円

人口１人当たり　456,672円
１世帯当たり　　873,439円

その他
6億4625万円
（1.0%） 民生費

244億3873万円
（37.3%）

総務費
109億6283万円
（16.7%）

衛生費
90億7596万円
（13.8%）

土木費
87億7569万円
（13.4%）

教育費
71億3416万円
（10.9%）

消防費
21億640万円
（3.2%）

公債費
19億2434万円
（2.9%）

商工費
5億2740万円
（0.8%）

川名ゆうじ 決算特別委員長
◎川名ゆうじ　○木﨑　　剛
　堀内まさし　　高野恒一郎
　大野あつ子　　山本あつし
　竹内まさおり　　しばみのる
　笹岡ゆうこ　　西園寺みきこ

◎印 委員長 ○印 副委員長

審査した特別委員
平成27年度決算審査に当
たった特別委員の氏名は、
次のとおり。
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土
木
費

武
蔵
境
の
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
体
制
は

消
防
費

災
害
時
に
備
え
た
環
境

整
備
へ
の
取
り
組
み
は

特
別
会
計

臭
気
対
策
の
今
後
の
見
通
し
は

水
道
事
業
会
計

都
と
の
水
道
一
元
化
の
進
ち
ょ
く
は

監
査
意
見
書

教
育
費

小
中
一
貫
教
育
が
目
指
そ
う
と

し
て
い
る
継
続
的
な
教
育
と
は

農
業
の
経
営
力
向
上
の
た
め
、
認
定

農
業
者
制
度
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
国
や

都
へ
も
制
度
等
の
意
見
を
述
べ
て
い
く
。

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
て
外
国
人
や
日
本
人
の
観
光

客
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
近
隣
他

市
に
劣
ら
な
い
観
光
戦
略
が
あ
る
か
伺
う
。

武
蔵
野
市
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
機
会

と
と
ら
え
、
吉
祥
寺
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
を

意
識
し
観
光
振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
麦
わ
ら
帽
子
の

経
営
状
況
は
厳
し
い
よ
う
だ
が
、
継
続
す

る
た
め
に
思
い
切
っ
た
対
策
が
必
要
で
は
。

麦
わ
ら
帽
子
の
存
在
は
友
好
都
市
と

の
交
流
関
係
を
深
め
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

今
後
も
友
好
都
市
と
連
携
し
、
維
持
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
鷹
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
危
険
性

は
こ
れ
ま
で
多
く
の
議
員
が
指
摘
し
て
き

た
が
、
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

具
体
的
な
対
応
は
、
今
後
の
議
論
の

中
で
必
要
に
応
じ
て
三
鷹
駅
北
口
街
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）
に
位
置
づ
け
た
い
。

 

環
境
舗
装
事
業
に
つ
い
て
、
生
活
道

路
に
透
水
性
舗
装
を
施
工
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
透
水
性
舗
装
の
施
工
割
合
を
伺
う
。

道
路
は
三
年
に
一
回
路
面
性
状
調
査

を
行
い
、
優
先
的
に
舗
装
す
べ
き
場
所
を

把
握
し
、
周
辺
住
民
の
要
望
等
と
調
査
結

果
を
か
ん
が
み
て
透
水
性
舗
装
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
道
路
全
体
の
う
ち
透
水

性
舗
装
の
施
工
割
合
は
約
七
％
で
あ
る
。

 

武
蔵
境
開
発
事
務
所
が
二
十
八
年
度

末
に
撤
退
し
た
後
の
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
お
け
る
市
の
体
制
は
。
ま
た
、
商

業
施
設
の
あ
り
方
を
議
論
す
べ
き
で
は
。

武
蔵
境
の
都
市
基
盤
整
備
は
一
定
整

っ
た
た
め
事
務
所
は
撤
退
す
る
が
、
エ
リ

ア
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る
上
で

は
本
庁
に
体
制
を
組
み
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
商
業
施
設
の
あ
り
方
は
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
の
中
で
検
討
し
た
い
。

保
育
園
型
福
祉
避
難
所
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

保
育
園
型
福
祉
避
難
所
と
は
、
災
害

時
に
現
状
の
保
育
事
業
の
継
続
も
含
め
、

急
き
ょ
保
育
が
必
要
と
な
っ
た
乳
幼
児
へ

の
対
応
も
行
う
も
の
で
あ
る
。
災
害
状
況

に
合
わ
せ
て
保
育
園
や
職
員
が
ど
う
活
用

で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
る
。

 

防
災
ト
イ
レ
の
設
置
に
関
し
て
、
市

の
目
標
数
に
対
す
る
充
足
率
を
伺
う
。

学
校
や
公
園
に
設
置
し
て
お
り
、
一

基
当
た
り
一
日
七
十
五
人
の
使
用
を
想
定

し
整
備
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
一
日
五

十
人
の
使
用
に
設
置
基
準
が
変
わ
っ
た
た

め
、
さ
ら
に
整
備
す
る
必
要
性
が
生
じ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
「
み
ん
な
で

生
き
て
い
く
力
」
を
教
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
小
学
校
に
は
こ
の
よ
う
な
、
み

ん
な
の
学
校
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
。
し

か
し
中
学
校
に
な
る
と
競
争
的
な
側
面
も

あ
ら
わ
れ
、
小
中
一
貫
は
こ
の
「
一
人
で

も
生
き
て
い
け
る
力
」
の
ほ
う
に
重
点
を

置
い
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
。

小
・
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
違

い
は
、
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
影
響

を
与
え
合
い
、
互
い
の
よ
さ
を
最
大
限
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
あ
ら

ゆ
る
社
会
的
条
件
の
も
と
で
育
っ
て
き
た

子
ど
も
た
ち
が
一
堂
に
集
ま
る
公
立
学
校

と
し
て
は
、
こ
の
違
い
の
よ
さ
を
生
か
す

こ
と
で
、
小
・
中
と
継
続
的
な
教
育
支
援

を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
る
。

 
学
校
施
設
整
備
に
あ
た
り
、
今
後
も

大
野
田
小
学
校
な
ど
の
よ
う
な
、
特
色
の

あ
る
学
校
を
建
設
し
て
い
く
方
向
性
か
。

学
校
改
築
に
は
、
特
色
あ
る
設
計
を

踏
ま
え
る
必
要
も
あ
る
か
と
は
思
う
が
、

各
学
校
の
改
築
に
は
今
後
二
十
年
間
か
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
か
ら
も
、
基
本

的
に
は
標
準
仕
様
の
設
計
を
考
え
て
い
る
。

 

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、

一
人
の
方
に
一
つ
の
学
校
を
任
せ
る
の
は

負
担
が
大
き
い
た
め
、
地
域
の
組
織
単
位

で
運
営
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
教

育
推
進
室
に
設
け
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
同
士
の
協
力
を
促
し
た
り
、
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
機
関
と
も

連
携
す
る
な
ど
、
武
蔵
野
市
全
体
で
教
育

の
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

〈
下
水
道
事
業
会
計
〉

臭
気
抑
制
対
策
助
成
事
業
に
つ
い
て
、

実
績
と
今
後
の
事
業
見
通
し
を
伺
う
。

二
十
七
年
度
は
三
件
、
助
成
を
活
用

し
改
善
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も

地
域
の
商
店
街
の
方
と
協
力
し
な
が
ら
、

個
別
に
訪
問
し
て
施
設
を
見
せ
て
い
た
だ

き
、
一
番
安
価
で
し
っ
か
り
と
対
策
が
で

き
る
手
法
を
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
〉

医
療
費
を
適
正
化
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
使
用

や
医
療
費
の
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

平
成
二
十
八
年
度
は
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

の
策
定
を
行
っ
て
お
り
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に

よ
り
医
療
費
が
発
生
す
る
傾
向
を
分
析
し
、

対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

〈
介
護
保
険
事
業
会
計
〉

平
成
二
十
七
年
度
は
、
第
六
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
初
年
度
だ
っ
た
が
、
そ

の
評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

二
十
七
年
度
の
介
護
給
付
費
は
、
一

・
三
％
の
伸
び
に
と
ど
ま
っ
た
。
大
き
な

理
由
は
、
介
護
報
酬
が
マ
イ
ナ
ス
改
定
に

な
っ
た
こ
と
と
、
二
割
負
担
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
若
干
の
変
更
が
あ
っ
た
。
今
後

も
、
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
状
況
の
中
で
、

し
っ
か
り
と
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

東
京
都
と
の
水
道
一
元
化
に
つ
い
て

の
進
ち
ょ
く
状
況
を
伺
う
。

現
在
は
、
一
元
化
の
正
式
協
議
に
入

る
前
の
課
題
整
理
の
段
階
で
あ
り
、
定
期

的
な
事
務
レ
ベ
ル
で
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

っ
て
い
る
。

〈
一
般
会
計
、
四
特
別
会
計
〉

　

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
歳
入
歳
出

決
算
書
及
び
付
属
書
類
は
、
法
令
に
準
拠

し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
決
算
の
計
数
は
、

関
係
諸
帳
簿
及
び
証
拠
書
類
と
照
合
し
た

結
果
、
誤
り
は
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
に
伴
う
会
計
事
務
処
理

は
、
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
執
行
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
基
金
の
運
用
状
況
を
示

す
書
類
の
金
額
は
、
基
金
出
納
簿
及
び
証

書
類
と
符
合
し
、
計
数
は
正
確
な
も
の
と

認
め
ら
れ
た
。

　

次
世
代
に
誇
り
を
も
っ
て
継
承
で
き
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
歳
入
の
確
保
や
行
財
政

改
革
に
も
継
続
的
に
取
り
組
ま
れ
、
健
全

で
安
定
し
た
市
政
運
営
に
尽
力
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地
方

公
営
企
業
法
そ
の
他
関
係
法
令
に
準
拠
し
、

適
正
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、計
数
は
関
係
諸

帳
簿
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
決
算
諸
表
は
、
水
道
事
業
の
経
営

成
績
及
び
財
政
状
態
を
お
お
む
ね
適
正
に

表
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

監
査
委
員　

髙
橋　

良
一

橋
本
し
げ
き

※平成27年度（平成27年４月から28年３月まで）
　決算の審査内容を掲載しています。

歳 入

人口１人当たり　477,027円
１世帯当たり　　912,371円

その他
16億1560万円
（2.4%）

685億1539万円

市税
398億2874万円
（58.1%）

市税
398億2874万円
（58.1%）国庫支出金

82億2833万円
（12.0%）

都支出金
60億9891万円
（8.9%）

繰越金
40億3124万円
（5.9%）

地方消費税交付金
35億7406万円
（5.2%）

繰入金
17億1862万円
（2.5%）

使用料及び手数料
15億7160万円
（2.3%）

市債
7億4600万円
（1.1%）

諸収入
6億1882万円
（0.9%）

財産収入
4億8347万円
（0.7%）

決算特別委員会の審査風景

一般会計歳入決算の内訳
および歳出決算の目的別内訳
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　９月30日の本会議で決算に対する各会派の賛否の討論が行われました。以下はその要旨です。このほかに、会派に属さない深田貴美子議員の賛成討論もありました。
各会派の構成は８面に掲載しております。
　決算特別委員会の詳しい内容は、インターネット議会中継または会議録でご覧いただけます。会議録は11月下旬以降、各市立図書館、コミュニティセンター、市役
所７階市政資料コーナー、または市議会ホームページにおいて閲覧することができます。
　①平成27年度武蔵野市決算の認定について　　②平成27年度武蔵野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

自由民主・市民クラブ

市民へ将来の赤字を示す前に市の姿勢を改めよ

①②賛成

　平成27年度も主な財政分析指
数はいずれも良好であり、市民
の方々の担税力に感謝するとと
もに、健全な市政運営が確認で
きたことを評価する。また、
2020年東京オリンピック・パラ
リンピックを見据えた取り組み
や、観光振興の強化など、時代
のニーズを的確にとらえて執行
されたさまざまな分野の事業も
評価する。しかし、将来の財政
見通しでは基金の枯渇等を示し
ているにもかかわらず、国や都
への補助金交付申請に積極性が

感じられない。現に補助が得ら
れず実施できなかった事業があ
ったことも明らかになった。市
民の方へ将来の赤字を示す前に、
市の姿勢を改めるべきである。
また市民との協議会においても、
市の情報提供等に不備があり、
形だけの市民参加では意味がな
いとの指摘を受け、協議が中断
した事実が報告された。これら
を重く受け止め、真の市民参加、
さらなる市民サービス向上に向
けて、市民・地域目線で信頼さ
れる市政運営を求めたい。

堀内まさし議員

空
そら

ソーシャルインクルージョンの姿勢で、
子ども子育て関連のいっそうの取り組みを

①②賛成

　過去最大の歳入・歳出を誇る
中、基金増・市債減の堅実な財
政運営を高く評価する。転入者
増による個人市民税増が大きく
寄与したことをかんがみ、単身
層だけでなくファミリー層にも
支持されるまちづくりの推進を
要望する。その上で生まれなが
ら負債を抱える次世代も見据え
世代間の公平性について配慮し
た持続可能な社会づくりに励ま
れたい。地域リハビリテーショ
ン事業や母子相談支援体制等の
こまやかな施策に着実に取り組

まれたことを評価する。商業に
ついて、創業支援等の多角的な
取り組みを要望する。小中一貫
校の検討では、小学校はインク
ルーシブ教育の拠点として排除
されない教育を念押しする。
「福祉都市むさしの」の概念か
ら「子育て」を切り離さず、コ
ミュニティに福祉と子育てを位
置づけ直すことが必要だ。それ
には公である自治体がソーシャ
ルインクルージョン（社会的包
摂）の姿勢をしっかり打ち出す
べきであり、責任があると考える。

笹岡ゆうこ議員

民主生活者ネット

確かな未来を拓くため、中長期的視点「鳥の目」
で将来につながる政策の組み立てを求める

①②賛成

　平成27年度決算審査にあたり、
堅実な財政運営を高く評価しつ
つ「確かな未来を拓く」ために
施策が適正だったかに注目した。
財政はいずれの指標を見ても超
一流であり、子孫にツケを残さ
ない点は高く評価できる。民生
費において、総合事業の前倒し
スタート、関前１丁目の特養ホ
ーム設置、また、在宅医療と介
護の連携推進事業とかかわるべ
き人、ステークホルダーと話し
合いを重ね「住み慣れた地域で
その人らしく暮らし続ける」施

策を力強く進めていることを高
く評価する。一方、公共施設再
編や人口増という大きな課題に
向けて何を優先するのか、明確
な方向性が感じられなかった。
「一人ひとりを大切に」市民の
声を聞く姿勢を保持し、市民参
加をいっそう進めてほしいが、
市民参加だけで将来につながる
政策の組み立てはできない。公
共施設再編にあたっては、市民
が議論できる「実現可能な複数
案」を提示することを提案し、
賛成とする。

西園寺みきこ議員

市議会公明党

貧困の連鎖を断ち切る、未来への投資を望む

①②賛成

　地域コミュニティについて、
コミュニティ協議会が地域活動
の中心的な役割を担っているが、
固定化・高齢化の課題を抱えて
おり、地域に密着したコーディ
ネーターが必要であると考える。
子どもの貧困対策については、
「子ども支援連携会議」で、妊
娠から子育てまでの切れ目ない
支援策について協議を行ってい
ることは評価するが、相談に来
られない方を支援にどうつなげ
るかが課題であり、気軽につな
がれるような武蔵野版ネウボラ

ともいえるワンストップ窓口の
設置を強く要望する。待機児童
解消に向けては、低所得であり
ながら待機児となっているケー
スもあることから、個々の事情
に配慮し、支援につなげること
を求める。学校教育においては、
教育推進室が先頭に立ち、子ど
もの視点に沿った授業のユニバ
ーサルデザイン化を進めること
を要望する。また、子どもの貧
困の連鎖を断ち切るには公教育
が担う役割が大きく、より充実
した教育環境の整備を求める。

大野あつ子議員

日本共産党武蔵野市議団

福祉の向上と市民サービスを
さらに進める施策推進を求めて

①②賛成

　2015年は戦後70年の節目の年、
憲法と平和を守る重要な年であ
った。過去の震災の教訓を生か
し、災害に備えたまちづくりと
子どもから高齢者までの市民が、
地域で安心して暮らせるための
ひとりひとりを大切にする施策
がいかに進んだかという観点で
決算審議に臨んだ。平和施策で
は、戦争記録集の作成など平和
の発信、待機児童対策や介護事
業では施設の増設で市民サービ
スを進めたことは評価をするが、
保育や介護の人材確保は重大な

課題であり、引き続き保育所や
特養ホームなど高齢者施設の増
設とあわせた対策を進めるよう
求める。吉祥寺東町・北町や市
内小・中学校の校庭に雨水対策
施設の整備、京王吉祥寺駅ホー
ムドアの設置などが進んだが、
さらなる継続的な環境整備を求
める。教育と公共施設の整備に
ついては、市民目線での十分な
論議と開かれた場を設定し、市
民の意見・要望を優先に時間を
かけて議論を進めることを求め、
賛成する。

しばみのる議員

むさしの志民会議

持続可能な社会に向け、施策の優先順位の検討を

①②賛成

　予算に対し、的確に事業が執
行されたか、期待した結果が得
られたかという点に加え、より
少ない費用で、より大きな成果
を出すことは可能だったか、財
源投入の優先順位に誤りや恣意
性がないかという視点で決算審
査に臨んだ。市債の減少と、基
金の増額という健全な財政状況
であることは評価する。一方、
広報に関しては、多額の費用を
かけていながら、視聴率の把握
や効果検証を行っていない部分
がある。補助金についても、継

続して支出しているものがある
が、公費を使う以上、常に必要
性や公平性を考慮しなければな
らない。また、各施策について、
時間的にも経済的にも余裕のあ
る高齢者への事業に偏っている
感は否めない。持続可能な社会
に向け、施策の優先順位を考え
る必要がある。本市の出生率は
1.17だが、今後、健全な財政運
営はもちろんのこと、一人ひと
りを大切にし、出生率向上に資
する市政運営となるよう要望し、
賛成する。

竹内まさおり議員
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子ども・家庭支援の収支に対する評価は

山本あつし議員

この10年間の子ども施策に関する経費に関し、①歳出合計の
推移と、それに対する評価は②歳出は増加しているものの、同
時に市税収入や国・都支出金等の歳入の増により、黒字を保っ
て予算規模を拡大してきたと考えるが、見解は。
①今年度の子ども関連経費の歳出割合は22.８％だが、子ど
も関連施策は市政の重要な柱の一つであり、今後も必要な施策
の継続に努めたい②過去10年間での歳出予算上昇は約60億円だ
が、市の一般財源負担は約26億円の増である。事務事業の見直
し等により財源を確保し、施策を着実に進めてきたと考える。
待機児対策に加え、子ども政策全般についてさらなる取り組
みを求めるが、見解は。
調整計画や子どもプランに基づき、積極的に取り組みたい。

市民誰もが利用しやすい交通体系の実現を

下田ひろき議員

市民誰もがわかりやすく利用しやすい公共交通の総合案内マ
ップを早期に作成していただきたいが、見解は。
効果的、効率的な情報提供のあり方を踏まえ、必要に応じて
バス事業者あるいはタクシー事業者、鉄道事業者等、地域交通
を担う各主体と連携しながら、今後検討していきたい。
ムーバスと路線バスの共通一日乗車券を導入することを提案
するが、見解は。
来街者向けとして、有効な施策であり、検討していきたい。
交通事故の減少、交通ルールを徹底させるため、自転車損害
賠償保険加入促進の広報啓発活動の強化を求めるが、見解は。
市内で自転車を利用している方に対し、市報やホームページ
等を活用し、交通ルールの周知と合わせＰＲをしていきたい。

幼稚園の預かり保育、病児・病後児保育への
支援拡充について伺う

笹岡ゆうこ議員

預かり保育の利用者負担について、現状で幼稚園の預かり保
育を市の待機児対策とするのは、利用家庭の負担増だと懸念す
る。他自治体が行う、預かり保育料一部助成制度による利用者負
担軽減策を本市でも行うべきだと考えるが見解を伺う。
市としても利用者の負担感は課題だと認識している。境こど
も園と民間幼稚園との差も認識しているので検討したい。
居宅訪問型による病児・病後児保育支援を実施し、利用料の一
部助成を始める自治体が増えているが、本市でも同様の取り組
みを行い育児支援の充実を図るべきと考えるが見解を伺う。
病児・病後児保育支援室の整備を第一と考え、先行事例の状
況を参考にし、利用料の助成等について研究をしていきたい。
　このほか、スマートシティについての質問がありました。

吉祥寺エリアの保育園増設と
保育の質を確保する取り組みの強化を

山本ひとみ議員

待機児ゼロを目指す上で、課題となっている吉祥寺エリアで
の保育園増設は、来年４月の需要を満たすと考えているか。
吉祥寺地区の待機児童数は依然として多い。平成29年４月に
向けて、認可保育所・認証保育所を整備する予定だが、一定程
度の待機児童が発生する可能性もある。
民間保育園開設にあたっての近隣説明や説明会開催には、現
状では課題がある。ルールの策定を行うべきではないか。
近隣説明や説明会開催の方法を一律にすることは難しいが、
事前に事業予定者と十分に協議を行い、進めていく必要がある。
兄弟ポイント廃止に伴う兄弟別園が課題だが、見解は。
待機児童解消のめどがある程度ついたときに、兄弟ポイント
について改めて見直しをしていきたい。

武蔵野市の学校教育の将来像は

与座　武議員

武蔵野市の学校教育について、現在の評価と将来あるべき姿
を、教育長はどのようにとらえ描いているのか、見解を伺う。
現在の学校教育は完成したものではなく、社会が大きく変化
する中で、常に進化していくものと考えている。これからの社会
で求められる子供たちの成長を最大限支援できる制度として、
根本から常に見直していくことが大切であると考えている。
地域包括ケアシステムの構築に向け、医師会と市で在宅医療
介護連携支援室を共同設置したが、地域医療を担う人材である
「かかりつけ医」の育成、確保について、市の考えを伺う。
市は、在宅医療介護連携支援室が「かかりつけ医」機能の補
完、強化できるよう関係者と協議するとともに、その人材育成
や確保についても、医師会や東京都等に要望していきたい。

良好な教育環境の確保のため、
小学校の大規模化への対応を

高野恒一郎議員

本市においては、財源不足を理由とした学校の統廃合は行う
べきではないと考えるがいかがか。
公共施設等総合管理計画で掲げた学校の統廃合は、適正な学
校規模を下回ることを未然に防ぐために示しているものだ。
施設一体型義務教育学校でなければならない根拠を伺う。
最終的に市教育委員会としては決定していない。現在、小中
一貫教育調査研究ワーキングチームで、施設一体型義務教育学
校の設置も含めた検討を進めているところである。
一部の小学校に児童が集中し負担が増している。良好な教育
環境確保のために学区の再編等を検討するべきでは。
児童生徒数の増加による教室などの学校施設の不足が生じな
いよう、保護者や地域に丁寧に説明しながら検討したい。

一 般 質 問
　第３回定例会では９月５日、６日、７日に20名の議員から一般質問が行わ
れました。各議員の主な質問と答弁を要約して掲載します。
　詳しくは、11月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、コミュ
ニティセンター、市役所７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホー
ムページの会議録検索（第３回定例会分は11月28日登録予定）、インターネ
ット議会中継でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に
対し、事務の状況や将来に対する方針等について、質問をしたり、説明や
報告を求めたりすることをいいます。

　平成28年７月30日、31日にかけて友好都市の長野県安曇野市に議員15名が表敬訪問し、
議会基本条例・自治基本条例、安曇野市産業経済状況について視察をしたほか、あづみ野祭
りにも参加しました。（写真は安曇野市役所庁舎前）
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子どものＳＯＳをキャッチできる仕組み
づくりを

大野あつ子議員

在宅医療・介護、訪問看護の充実に向けて

浜田けい子議員

市民満足度、市民サービス向上に向けた取り
組みを

堀内まさし議員

本市における雪への対応と共助の仕組みは

藪原太郎議員

熊本地震の教訓を武蔵野市でも生かすべき
では

川名ゆうじ議員

熊本地震の教訓は本市でも生かすべきであり、実際の避難所
運営を参考に課題を確認してほしいと考えるがいかがか。
現在、避難所運営組織の手引の改定中であり、熊本地震の避
難所運営も参考にしながら、より実効性の高いものとしたい。
熊本市長からは早い段階で震災のノウハウを吸収しに来てほ
しいとの要望があり、職員の派遣や視察等を行うべきでは。
発災直後の支援に職員を派遣したが、現地が一定落ち着いた
後、防災安全部の政策研究に資するよう、職員を派遣したい。
図書館の指定管理者制度導入は、制度ありきではなく理念を
明確にしたうえで、運営のための道具として考えるべきでは。
社会教育活動支援等を行うため柔軟かつ効果的な運用形態が
必要と考え、継続的・安定的な運営を期待して方針を定めた。

チーム学校への取り組みの進捗状況について伺う。
先生いきいきプロジェクトを今年の４月より実施し、教員と
生徒が向き合う時間の確保に努めている。
子どもの貧困問題において、現行の窓口で待つだけの支援体
制では、支援の手が行き届かないのではないか。
子どものＳＯＳを敏感にキャッチし、必要な支援を行えるよ
う、関係機関内で子育て支援ネットワークの連携を強化するこ
とに加え、セーフティネット機能の充実にも努めたい。
学校や家庭内で本音を言えず、心の声を発さないような子ど
もを救う手だてを考えるべきであるが、見解を伺う。
学校の教育相談体制の充実を図り、子どもが安心して自分の
気持ちを伝えることができるような環境づくりを進めたい。

青森県では「笑いの効力」に着目し、県民同士で笑顔を増や
すことにより、心身の健康増進を図る事業がある。本市の平成
26年度自殺者数だけでも22名いるが、参考にしてはどうか。
本市の健康づくり支援センターの事業は笑いに特化している
わけではないが、今後も市民のさまざまな才能を生かした講座
を行い、市民が健康になれるような事業を行っていきたい。
公園は禁止事項が多くトイレがないため、子どもたちが公園
で遊び、体を動かせる機会が減っている。屋内遊具施設を含め、
子どもたちが体を動かせる環境整備が必要ではないか。
市では子どもに外遊びをしてもらいたいと考えて身近な空間
となるよう公園を整備してきた。新たな屋内型の環境整備は考
えていないが、必要性について今後検討していきたい。

都立武蔵野中央公園が都の大規模救出救助活動拠点に指定さ
れたことに伴い、市は７月に公園管理者と協定を結んだとのこ
とだが、経緯や協定の内容、新たに設置された飲料水兼用貯水
槽の使用方法について、近隣住民へ周知すべきではないか。
協定には周辺住民の協力をうたっているため、ご指摘の点に
ついては機会をとらえて説明していきたい。
吉祥寺地区は多数の災害時帰宅困難者が予想され、病院機能
の確保が喫緊の課題だが、庁内の緊急対策会議の検討状況は。
地域医療に関するビジョンや病院機能の充実を検討しており、
今後の病院建て替えも見据え、年内に方向性を示したい。
　このほか、自主防災組織、避難行動要支援者、飲料水の給水
体制、境浄水場の今後等についての質問がありました。

「笑いの効力」を生かしたまちづくりと、
「子どもの遊び場」の開発を

竹内まさおり議員

大地震に備える地域の共助の取り組みを

内山さとこ議員

一
般
質
問 　平成28年10月17日、議員18名が、タブレット端末の活用

等について立川市議会と青梅市議会を視察しました。
（写真は、立川市議会での視察の様子です。）

介護職員確保に向けた、今後の取り組みについて伺う。
市独自の人材確保策の推進に加え潜在介護福祉士の活用も積
極的に進め、市内介護職員の実態把握調査も行う予定である。
医療・介護の連携強化には、訪問看護ステーションは非常に
重要な機能であると考える。2.5人という人員基準があるため
に開業を断念するケースや廃業のリスクがあり、現行の人員基
準の見直しを求める声が上がっているが、見解を伺う。
基準の見直しではなく、訪問介護と介護サービスの連携強化
により対応したいが、訪問看護の需要が増す中で看護師の役割
も重要なため、訪問看護ステーションの拡充も検討したい。
不妊・不育症治療への助成制度を創設してはいかがか。
情報収集を継続し、助成制度の必要性について検討したい。

市民と職員がともに地域課題の解決に向け、一緒にコーディ
ネートの方法を学ぶとのことだが、事業のイメージや実績は。
現在はともに学ぶまでには至っていないが、今後コミュニテ
ィ未来塾に職員も出席するなどの方法を検討したい。
よい仕事表彰制度は庁内だけでなく、市民にも伝わるよう市
報等で全市的に周知すべきと考えるがいかがか。
市の行う取り組みとして報告するかたちで、ホームページな
どへの掲載について今後検討していきたい。
職員が一市民として市内外問わず、地域活動や社会貢献活動
等に参加する重要性や必要性をどのようにとらえているか。
武蔵野市の公務員としての活動もさることながら、自分が住
んでいるまちの市民としての取り組み等もすべきと考える。

高齢化により、雪かきが困難な方が増えているが、雪かきを
行うボランティアの登録を積極的に呼びかけてはいかがか。
ボランティアセンター武蔵野で、雪かきをしてほしい方に対
し、ボランティアを年に数件コーディネートしているが、雪か
きもボランティアの登録対象だと知ってもらう工夫をしたい。
雪かき以外にも、ニーズに合うようボランティアをコーディ
ネートし、積極的に活用する仕組みを考えてはいかがか。
ボランティアセンター武蔵野がその役割を担っているが、今
後、地域での支え合いの取り組みを推進する観点から、その役
割が重要になってくると認識している。
　このほか、フィルムコミッション事業の現状と今後について
の質問がありました。
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○武蔵野市議会では、分かりやすい紙面作りを進めるためのアンケートを下記のとお
り実施いたします。

　　11月25日（金）　コピス吉祥寺Ａ館１階「吉祥寺デッキ」
　　12月26日（月）　武蔵野市役所１階ロビー
　　１月17日（火）　武蔵野プレイス１階ギャラリー

午前11時30分
～午後４時｝

議会広報委員会からのお知らせ

給付型奨学金の実現を

本間まさよ議員

安心の医療・介護など地域の福祉向上を

しばみのる議員

公共施設再編は、実現可能な複数案を市長が
作り論点を明らかに提示すべき

西園寺みきこ議員

小中一貫教育といじめ、不登校、中一ギャッ
プなどの課題との関係性について

斉藤シンイチ議員

チルドレンファースト、命を守る「保育の
質」等について

深田貴美子議員

ダブルケアラーへの支援策の充実を

蔵野恵美子議員

スポーツ環境の整備へ しっかりとした取り組
みを

木﨑　剛議員▶インターネット議会中継
本会議・決算特別委員会・予算特別委員会の模様を市議会ホー
ムページで生中継しています（生中継の日程は「会議の日程」
のページをご覧ください）。録画中継は、生中継終了後３日程
度（土・日・休日を除く）で、ご覧いただけます。
▶会議録検索システム
平成２年８月以降の本会議、常任・特別委員会など、各種の会議
録が閲覧・検索できます。
▶携帯電話版ホームページ
市議会からのお知らせを携帯電話でもご覧いただけます。下記のURLを直接入
力するか、携帯電話で２次元バーコードを読み取ってください。

http://www.city.musashino.lg.jp/m/shigikai/
その他、市議会に関するさまざまな情報を掲載しています。ぜひご利用ください。

武蔵野市議会ホームページ
http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/ 武蔵野市議会 検 索

地域の病床の確保と地域医療連携の強化は喫緊の課題と考え
る。吉祥寺など東部地区の病床確保について現状を伺う。
市としては、東京都の地域医療構想や次期地域医療計画の方
向性を見守りながら、必要な対策を講じていきたい。
次期医療費改定は、窓口負担の増や薬剤選択による負担増が
課題と考える。市民の負担が軽減されるよう国に働きかけると
ともに、市の支援策を求めるがいかがか。
国の専門部会で審議を行っているためその動きを注視し、制
度改革が明確になれば必要に応じて国等へ働きかけたい。
介護人材の確保について今後の方向性を伺う。
人材確保は喫緊の課題と認識しており、認定ヘルパー制度や
ケアキャリア制度を行うことで介護人材の確保につなげたい。

市独自の給付型奨学金の実施を求めるが、見解を伺う。
武蔵野市独自の給付型奨学金のあり方については、奨学金と
いう形態でよいのか、他区市の事例も含め検討していきたい。
新聞報道や女性団体の調査によると、小学校入学時に必要な
費用は、平均約５万円、中学校では７万円以上となっている。
金額の張るランドセル、制服等を就学援助における入学準備金
の対象にすることを求めるが、見解を伺う。
制服等の費用負担が重いと感じている家庭が多いと認識して
いる。都市教育長会などの機関を通じて、就学援助制度の充実
について、国に対しても要望していきたい。
　このほか、学童クラブの委託化に向け、一支援単位２名の正
職員化、及び保育の質の向上についての質問がありました。

公共施設再編にあたり、市民が案を作り合意形成することは
実現可能と考えるか、見解を伺う。
市民同士が議論して案を作成することは市民自治の理想では
あるが、現状においてはなかなか困難であると考える。
「床面積を減らし、地域の担い手にお金を回す」「子ども・
若者対策の強化」等を切り口に公共施設再編案を複数作成し、
市民が議論できるよう論点を明確にすべきと考えるがいかがか。
再編案の検討には施設の類型ごとの将来のあり方を議論した
うえで、政策、施策の優先度を議論する必要があると考える。
地域コミュニティの役割が一層強まる中、地域活動の再編や
コミセンの担い手の確保について、議論が必要ではないか。
まちの構造にかかわることであり丁寧な議論が必要である。

都市計画法違反の疑いで、警告を受けている東町の保育園事
業予定者の事業実施について、一般的な市の考えは。
法令違反に抵触するとなれば、委託することはありえない。
市長は「民民の問題だ」と記者会見で発言しているが、認可保
育園設置は児童福祉法第24条で自治体の責務であり、①認可で
あっても民間提案の場合は、住民説明・合意手続きは民間の責
務か②今回の事案の起案書がなぜ存在しないのかを伺う。
①民間が事前に条件整理し市に申請してもらいたい②市長が
座長の緊急対策会議での最終決定であり、起案書は必要ない。
北町４丁目は、五日市街道管路が満管の際、逆流してしまう。
旧図書館跡地に地下貯留槽設置を検討すべきでないか。
住民の安全は守るが、事業効果を含め、検討すべき課題だ。

小中一貫教育をどのように進めるかの議論の前段階で、いじ
め、不登校、中一ギャップなどの現在の教育課題に関して、地
域や保護者と協力し、どのように解決できるかを意見交換でき
る場が必要と考えるが、見解を伺う。
小学校や中学校では、ＰＴＡを含め子どもたちの問題に対し
て、共通理解を図り、課題解決にあたる努力をしていると認識
している。小中一貫教育については、学校制度の仕組みとして、
子どもたちの最大利益を図れるよう、小学校や中学校だけでは
解決できない課題に対して、小中一貫教育でどのように対応で
きるかを研究しているところである。
　このほか、在宅医療、訪問看護の重要性と課題についての質
問がありました。

育児・介護を同時に担うダブルケアラーの増加が見込まれる
中、保育施設の入所、介護サービスの両側面からの支援が不可
欠であり、入所指数設定等に配慮が必要と考えるが、見解は。
他市の事例を参考にしながら今後研究していきたい。
アレルギー対策基本法を受け、認可外保育所を初めとした市
内子ども福祉施設に限らず全世代への対策は行われているか。
現在も保健所と連携し情報提供を行っているが、今後も庁内
や市内施設で職員が正しく対応できるよう情報提供を行う。
市内の防犯カメラ設置数は吉祥寺地域に約76％と偏りがある
が、必要個所へ市が主体的に設置する方針はあるのか伺う。
原則として住民間の合意形成後に設置の促進を図る考えであ
るが、犯罪状況をかんがみ、主体的な設置も検討したい。

公立小中学校への雨水貯留浸透施設の設置完了時期は。
第四期長期計画・調整計画にて、平成19年度より５か年で18
校の設置を予定した中、現在はまだ14校と遅れてはいるが、平
成32年度に市内18校すべての設置が完了する予定である。
武蔵野市立自然の村のキャビン等は建設から35年が経過し、
老朽化が目立っている。修繕が必要と考えるが見解を伺う。
今後も自然の村を利用していくため施設全体の再整備が必要
であり、ジャンボリー参加者の増加も考慮しながら進めたい。
現状のスポーツ環境等の課題について伺う。
体育施設の改修や小・中学校の部活動における外部人材の活
用など、解決すべき課題に取り組む一方で、東京オリ・パラ関
連事業などの新たな取り組みも推進していきたい。
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第3回定例会
【市長提出議案（9件）】
●武蔵野市立武蔵野ふるさと歴史館条例の一部を改正する条例
　  可決（全会一致）
　※これまで休館日であった土曜日を開館日とするため改正するもの。
● 武蔵野市水道部企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正す
る条例   可決（全会一致）
※新たに単身赴任手当を設けるなどの改正をするもの。

●市道路線の認定について   可決（全会一致）
　※道路用地の寄付に伴い、市道第314号線および市道第315号線として認定するもの。
●女子大通り幹線管渠

きょ

更正工事請負契約   可決（全会一致）
　※ 下水道長寿命化計画に基づき、女子大通り路面下の下水道管の内面被覆を施工するも

の。契約金額は1億9,224万円。履行期間は平成29年2月20日まで。

●平成28年度武蔵野市一般会計補正予算（第3回）   可決（賛成多数）
●平成28年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第1回）   可決（全会一致）
●平成27年度武蔵野市決算の認定について   認定（全会一致）
●平成27年度武蔵野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
　　  可決及び認定（全会一致）
●武蔵野市教育委員会委員の任命の同意について   同意（全会一致）
　※本市教育委員会委員に山本富美子氏を再任することについて、市議会の同意を求めるもの。

【議員提出議案（2件）】
●地方議会議員選挙における政策ビラ頒布の解禁を求める意見書
　　  可決（全会一致）
●住民の安心とやんばるの森の自然環境の保全を求める意見書
　　  可決（賛成多数）

各議員の議案に対する賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

議案審議結果（議決）一覧
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防
止
に
関
す

る
陳
情

　
（
四
件
共
通
の
意
見
）受
動
喫
煙
防
止
対
策
に

お
い
て
は
、地
域
特
性
を
考
慮
し
、バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た

い
。

■
継
続

・
東
町
一
丁
目「
平
井
医
院
跡
地
」市
有
地
及
び

南
町
三
丁
目
市
有
地
等
を
活
用
し
、「
緊
急
待

機
児
童
解
消
に
向
け
て
、
公
募
選
定
で
の
地

域
か
ら
信
頼
の
置
け
る
事
業
者
に
よ
る
認
可

保
育
所
設
置
」
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳

情（
新
規
）

■
取
り
下
げ

・
障
が
い
者
虐
待
の
防
止
の
強
化
等
を
求
め
る

こ
と
に
関
す
る
陳
情

・
東
京
都
知
事
に
対
す
る
非
核
都
市
宣
言
等
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

・
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
を
議
会
運
営
委
員
候

補
か
ら
外
さ
な
い
こ
と
を
純
粋
に
求
め
る
こ

と
に
関
す
る
陳
情

・
消
防
吏
員
に
労
働
基
本
権
で
あ
る
団
結
権
を

与
え
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

る
陳
情

・
東
町
一
丁
目
交
通
課
題
の
あ
る「
宮
本
小
路
」

に
面
す
る
有
限
会
社
ベ
ン
ダ
ー
ズ
に
よ
る

「
隣
接
住
民
合
意
な
き
」認
可
保
育
所
設
置
の

「
都
へ
の
計
画
承
認
申
請
」見
直
し
に
関
す
る

陳
情

・
宮
本
小
路
に
面
す
る
保
育
園
設
置
見
直
し
に

関
す
る
陳
情

（
※
）は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

陳
情 

審
議
結
果

で
き
な
い
現
状
は
、こ
の
趣
旨
か
ら
大
い
に
逸
脱
し
て
い
る
。

　

特
に
、
十
八
歳
ま
で
選
挙
権
が
拡
大
さ
れ
た
今
、
未
来
を

担
う
有
権
者
に
政
策
を
届
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
必
ず
改
善
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、
貴
職
に
対
し
、
地
方
議
会

議
員
選
挙
に
お
い
て
も
公
職
選
挙
法
第
百
四
十
二
条
に
規
定

す
る
法
定
ビ
ラ
の
頒
布
を
認
め
る
よ
う
、
公
職
選
挙
法
を
改

正
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

（
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
・
総
務
大
臣
あ
て
）

住
民
の
安
心
と
や
ん
ば
る
の
森
の
自
然
環
境
の
保
全
を

求
め
る
意
見
書

　

沖
縄
本
島
北
部
国
頭
村
・
東
村
に
広
が
る
森
林
地
帯
は
、

「
や
ん
ば
る
の
森
」
と
呼
ば
れ
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
ヤ

ン
バ
ル
ク
イ
ナ
や
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
な
ど
世
界
で
も
希
少
な
動
植

物
が
生
息
す
る
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
す
。こ
の
九
月
に「
や

ん
ば
る
国
立
公
園
」
に
指
定
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
自
然
遺
産
に

登
録
を
目
指
す
「
奄
美
・
琉
球
」
対
象
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
や
ん
ば
る
の
森
に
は
七
千
八
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も

及
ぶ
米
軍
北
部
訓
練
場
が
存
在
し
、
軍
事
目
的
（
海
兵
隊
ジ

ャ
ン
グ
ル
訓
練
セ
ン
タ
ー
）
に
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
北
部
訓
練
場
を
一
部
返
還
す
る
か
わ
り
に
、
新
た
に
ヘ
リ

パ
ッ
ド
（
オ
ス
プ
レ
イ
着
陸
帯
）
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
地
元
の
東
村
高
江
住
民
は
、
生
活
の
不
安
、
自
然
環
境

の
破
壊
を
招
く
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
建
設
工
事
に
反
対

し
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
直
後
に
、
沖
縄
防

衛
局
は
工
事
に
反
対
す
る
住
民
の
排
除
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
沖
縄
県
議
会
で
は
七
月
二
十
一
日
に
、
北

部
訓
練
場
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
に
反
対
す
る
意
見
書
を
政
府
に

提
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
翌
日
、
警
視
庁
を
初
め
と
す
る
全

国
か
ら
動
員
さ
れ
た
機
動
隊
員
に
よ
り
排
除
が
強
行
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
も
、
生
活
道
路
で
あ
る
県
道
の
封
鎖
、
立
木

の
伐
採
な
ど
、
警
察
権
力
の
逸
脱
行
為
が
続
き
、
現
地
で
は

抗
議
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
九
月
十
三
日
に

は
、
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
工
事
用
資
機
材
を
運
搬
す
る

と
い
う
異
例
の
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
村
高
江
は
、住
民
百
五
十
人
ほ
ど
の
小
さ
な
集
落
で
す
。

計
画
で
は
、
こ
の
集
落
を
取
り
囲
む
よ
う
に
六
つ
の
新
た
な

ヘ
リ
パ
ッ
ド
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
一
部
返

還
さ
れ
た
と
し
て
も
実
質
的
な
機
能
強
化
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
建
設
さ
れ
た
二
つ
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド

を
使
用
し
た
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
に
よ
り
、
住
民
の
生
活
は

脅
か
さ
れ
、
夜
間
の
騒
音
な
ど
に
耐
え
か
ね
た
一
部
の
世
帯

は
避
難
し
て
い
ま
す
。
琉
球
新
報
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
住
民
の
八
十
％
が
建
設
に
反
対
し
て
お
り
、
賛
成

は
ゼ
ロ
で
し
た
（
八
月
三
日
付
）。

　

日
本
国
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
国
民

主
権
に
照
ら
し
て
、
政
府
は
、
選
挙
結
果
、
県
議
会
意
見
書
、

住
民
調
査
で
も
明
ら
か
な
、
米
軍
基
地
・
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設

反
対
の
民
意
を
尊
重
す
る
べ
き
で
す
。
市
民
と
と
も
に
自
治

の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
き
た
武
蔵
野
市
議
会
と
し
て
、

対
話
を
通
じ
て
解
決
の
道
を
探
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、
東
村
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド

建
設
に
つ
い
て
、
地
元
自
治
体
、
住
民
の
意
見
を
尊
重
し
、

生
活
の
安
心
と
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
よ
う
求
め
ま
す
。

（
内
閣
総
理
・
総
務
・
防
衛
・
外
務
・
沖
縄
及
び
北
方
対
策

担
当
大
臣
あ
て
）

会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグループで、
議会活動の一つの基盤となります。

※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です。議員の連絡先は、わた
しの便利帳や市議会ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

会派名簿

自由民主・市民クラブ ☎60-1884
堀　内　まさし　　高　野　恒一郎
土　屋　美恵子　　木　﨑　　　剛
小美濃　安　弘　　きくち　太　郎
与　座　　　武　　　　　　　　　

民主生活者ネット ☎60-1889
藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子
西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ
深　沢　達　也　　　　　　　　　

空
そら ☎60-1890
山　本　あつし　　笹　岡　ゆうこ
山　本　ひとみ　　斉藤　シンイチ

市議会公明党 ☎60-1887
大　野　あつ子　　浜　田　けい子
落　合　勝　利　　　　　　　　　

日本共産党武蔵野市議団 ☎60-1888
し　ば　みのる　　橋　本　しげき
本　間　まさよ　　　　　　　　　

むさしの志民会議 ☎60-1885
竹内　まさおり　　下　田　ひろき

会派に属さない議員 ☎60-1944
深　田　貴美子　　　　　　　　　

会派に属さない議員 ☎60-1909
内　山　さとこ　　　　　　　　　

議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

TEL 0422-60-1883　FAX 0422-55-7555
メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

武
蔵
野
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
対
す
る
委
員
会
中
間
意
見

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
に
関

す
る
特
別
委
員
会（
以
下「
委
員
会
」と
い

う
。）で
は
、委
員
会
設
置
以
来
、武
蔵
野
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
案（
以
下「
計

画
案
」
と
い
う
。）
に
対
し
多
角
的
か
つ
広

範
に
亘
る
質
疑
を
続
け
て
き
た
。そ
の
中

で
も
特
に
、
計
画
案
中
の
長
期
財
政
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
議
員
か
ら
疑
問

が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。と
り

わ
け
都
市
基
盤
整
備
に
要
す
る
費
用
積
算

根
拠
と
し
て
い
る
公
園
・
道
路
の
新
規
整

備
の
内
容
は
現
状
に
即
し
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。さ
ら
に
、そ
の
数
字
を
基
に
計
算

さ
れ
た
今
後
三
十
年
間
で
予
測
さ
れ
る
財

源
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
投
資
的
経
費

約
三
百
七
十
億
円
削
減
、
及
び
公
共
施
設

の
床
面
積
の
十
六
％
削
減
も
、
そ
の
試
算

根
拠
は
弱
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

一
方
、
こ
の
問
題
は
武
蔵
野
市
の
第
五

期
長
期
計
画
・
調
整
計
画
の
中
の
第
四
章

Ⅴ
長
期
の
財
政
予
測
の
中
で
は
、「
平
成
五

十
七
年
度
に
お
い
て
累
積
で
三
百
六
十
九

億
円
の
財
源
不
足
と
な
る
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。調
整
計
画
は
行
政
計
画
で
あ
り

議
会
が
現
時
点
で
そ
の
点
に
つ
い
て
審
議

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
今
後
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
別
計
画
策
定
な
ど
に
お
い
て
、

こ
の
長
期
財
政
見
通
し
は
大
き
な
影
響
が

あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、本
委
員
会
と
し
て
は
、委
員
会

の
中
間
意
見
と
し
て
執
行
部
に
以
下
の
こ

と
を
申
し
述
べ
る
。

一　

財
源
不
足
と
な
る
財
政
需
要
の
積
算

に
つ
い
て
の
再
検
討
を
求
め
る
。

二　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
案
に
お

け
る
類
型
別
方
針
の
再
検
討
を
求
め
る
。

三　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
案
の
目

的
実
現
に
向
け
た
類
型
別
施
設
整
備
計
画

の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
再
検
討
を
求
め

る
。

四　

今
後
の
計
画
案
最
終
版
の
策
定
及
び

市
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
こ

と
を
十
分
踏
ま
え
た
内
容
と
す
る
こ
と
を

求
め
る
。

公共施設等総合管理計画策定に
関する特別委員会で中間意見を
まとめ、平成28年９月30日に与
座 武委員長、山本あつし副委
員長から市長へ提出しました。
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